道路斜線緩和措置に関する計画書
このたびの建築行為に伴う建築物の高さの制限につきまして、下記計画断面図のとおり道路斜線の緩和を受けるため法の主旨を十分理解し、後退距離の算定の特例を厳守するとともに、今後の建築行為（堀等の築造も含む）に際しましても建築基準法違反とならないように施工いたします。
平成　　　年　　　月　　　日

敷地の位置　　　高萩市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
建　築　主　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

（署名捺印）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
計画断面図
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